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渋滞が著しい国道３３号天山交差点へ流入する自転車交通の、バス利用への転換促進を図るため、

当該路線沿線住民を対象として、サイクル＆バスライド（バス乗り換え用駐輪場の設置）の実証実験

を行ったものである。 
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１． はじめに 

 

松山都市圏においては、放射・環状型に軌道系交通網

が配置され、軌道系交通が敷設されていない地域ではバ

スサービスの強化を図るなど、公共交通の既存ストック

が比較的充実しているほか、平坦な地形・温暖な気候な

ど、自転車の利用に適した地域条件を有している。 
しかしながら、近年の自動車交通の増大や市街地の郊

外化の進展等により、幹線道路の各所で交通渋滞が慢性

化し、社会・経済活動に大きな影響を及ぼしており、自

動車交通から公共交通への転換を促す施策の導入が求め

られているところである。 
本論文は、こうした状況を背景として、松山都市圏の

中で特に渋滞の著しい国道３３号の沿線地区を対象とし

て、公共交通（バス）利用促進策の一つとしてサイクル

＆バスライド（以下、「Ｃ＆ＢＲ」という）に着目し、当

該施策の実証実験について検討・実施した結果を報告す

るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 位置図 

 

２． 実験実施箇所の選定 

 

実証実験を実施するにあたり、(1)国道 33 号沿線の地

区条件、(2)沿線住民のニーズ・意識、(3)現地状況の観

点から、Ｃ＆ＢＲ駐輪場の設置箇所及びアプローチ地区

について検討を行った。 

 

(1) 地区条件からの検討 

過年度に実施した沿線住民アンケート結果やプローブ

パーソン調査結果、松山市で行ったパーソントリップ調

査結果から、松山市中心部から概ね４ｋｍ以内の居住者

は、中心部への移動において公共交通の利用が少なく、

自転車で通勤する人が多い結果が得られている。 

加えて、国道33号のバス拠点である森松バス停を境に

バスのサービス水準（便数）が大きく異なること等から、

施策導入地区として、以下の条件を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 沿線住民のニーズ・意識からの検討 

日頃の交通行動の実態や公共交通等への転換可能性、

等について、過年度に実施したアンケートの結果をもと

に分析を行い、住民ニーズ・意識の観点から、施策導入

地区及びＣ＆ＢＲ設置箇所の検討を行った。 

沿線住民アンケートの概要を表-1に示す。 

 

 

 

<地区条件からの施策導入地区> 

・松山市中心部からの距離：４ｋｍ以上 

・バス停までのアクセス性：バス停徒歩圏外（400ｍ～）

・バス交通のサービス水準面：森松バス停以北 

・バス圏の居住者規模面：高尾田バス停以北 



表-1 沿線住民アンケート概要 

項 目 概 要 

調査時期 平成21年2月 

調査対象 国道33号沿線で、バス停までの徒歩での

アクセスが容易でない地区の居住者

（8,037世帯） 

調査方法 自治体の広報委員を通して全戸配布・郵

送回収 

回収数 2,079サンプル（回収率約26%） 

調査内容 日頃の交通行動、公共交通利用意向及び

要件等 

 

a) バス利用に対する意識 

通勤時にクルマを利用している人で、バスが利用でき

そうと回答した人について、最寄りバス停ごとに整理し

た結果を図-2 に示す。 

これによると、東石井バス停～森松バス停間で多くな

っており、森松以南では回答者率は高いものの、実数で

は少なくなっている。 

 

b) Ｃ＆ＢＲ駐輪場の利用意向 

最寄りバス停近くにＣ＆ＢＲ駐輪場が設置される場合

の利用要件及び、希望する設置箇所について整理した結

果を図-3、図-4に示す。 

利用要件に依らず、交通手段の変更を考えないという

人が５割強で、手段変更を考える人では、駐輪場からバ

ス停までの距離が50ｍ以内までとする人が約３割で最も

多い結果であった。また、希望設置箇所は、バスの利用

意識の傾向同様、東石井バス停～森松バス停間で多く、

特に、椿前バス停におけるニーズが高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 通勤時にクルマ以外でバスが利用できそうな人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 Ｃ＆ＢＲ駐輪場の設置箇所要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 Ｃ＆ＢＲ駐輪場の設置希望箇所 

 

上記の沿線住民ニーズから、施策導入地区として、以下

の条件を設定した。 

 

 

 

 

以上の(1)地区条件及び(2)沿線住民ニーズから、Ｃ＆

ＢＲ駐輪場の設置区間とアプローチ対象を図-5のとおり

設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 Ｃ＆ＢＲ設置区間とアプローチ対象 

％：各バス停を最寄りと選んだ方の総数に対する割合

％＝

各バス停を最寄りと選んだ方で
バスが利用できそうな人の人数
各バス停を最寄りと選んだ方の総数

％：各バス停を最寄りと選んだ方の総数に対する割合

％＝

各バス停を最寄りと選んだ方で
バスが利用できそうな人の人数
各バス停を最寄りと選んだ方の総数
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<沿線住民ニーズからの施策導入地区> 

・東石井バス停～森松バス停を最寄りバス停とし、か

つ、バス停まで徒歩でのアクセスが容易でない地区

施策導入区間

アプローチ対象地区

鉄道圏域(500m圏)

バス圏域(400m圏)

森松 

高尾田 



(3) 現地状況からの検討 

先の施策導入区間において、現地調査から具体的な設

置候補箇所を抽出するとともに、関係者との調整を行っ

た上で、駐輪場設置箇所を選定した。 

候補箇所の抽出においては、駐輪場の常設を視野に、

できるだけ道路空間（歩道等）など官地を優先し、設置

困難な箇所においては、民地を利用することとした。 

 

３． 社会実験の実施 

 

(1) 実験概要 

２．で選定した箇所において、計74台分の駐輪スペー

スを確保し、２ヶ月間にわたって実証実験を実施した。 

本実験の実施概要を表-2に示す。 

 

表-2 Ｃ＆ＢＲ社会実験の概要 

項 目 概 要 

実験期間 平成21年11月30日(月)～ 

 平成22年1月29日(土)[2ヶ月間] 

実験箇所 5バス停8箇所（74台分） 

(官地6箇所、民地2箇所) [図-6 参照]

※その他既存箇所もあわせてＰＲ実施。

利用条件 無料・24時間利用可・登録不要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 Ｃ＆ＢＲ実証実験実施箇所 

 

(2) 駐輪場施設 

実証実験時の駐輪場の設置例を図-7に示す。 

施設設置にあたっては、当該設置が実験であり、直接、

道路上に直接駐車区画の表示ができないことから、全箇

所とも、過年度の別途実験で使用した廃タイヤマットを

流用するとともに、官地においては簡易な造りの指示標

識（駐車可）を設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 Ｃ＆ＢＲ駐輪場設置例（椿前バス停[下り]付近） 

 

４． 実験結果 

 

(1) 駐輪場利用台数 

実験期間中における駐輪場の利用状況について、表-3

及び図-8 、図-9に示す。 

実験期間中の駐輪台数は、既存箇所（運輸支局前バス

停横）を含めて、延べ約1,400台あり、平成20年度のプ

レ実験時と比較すると、利用率の増加が見られた。 

また、最も利用の多かった「椿前（椿宮）バス停の上

り側」では、設置スペース14台に対して、最大10台/日

（利用率71%）と多くの利用があった。 

 

表-3 Ｃ＆ＢＲ駐輪場の利用結果 

今回実験時 H20年度 

既存箇所を 
含む９箇所 

２箇所 

延べ利用台数 1,413台 86台

１日最大駐輪台数 31台 8台

 〃平均  〃 24台 3台

最大利用率 
(利用台数／駐輪ｽﾍﾟｰｽ数) 

42％ 36％

 〃  [椿前(椿宮)上り] 71％ 36％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 日別の延べ利用台数 

 

 

 

 

 

 

図-9 駐輪場利用の様子 

東石井バス停（下り）付近

廃タイヤマット 

指示標識
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無回答
9.4%

利用しない
34.3%

どちらとも言えない
0.4%

利用する
55.8%

(2) 自動車からの転換 

駐輪場利用者等に対するアンケート及びヒアリング調

査から、駐輪場設置前の移動手段について整理した結果

を図-10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 駐輪場利用者の従前の交通手段 

 

Ｃ＆ＢＲ駐輪場がなかった時（従前）の交通手段構成

は、「自動車」が約５割と多く、次いで、バス利用者が約

３割となっており、当該実証実験の目的である、「自動車

からバスへの転換」、「バス利用者の利便性の向上」につ

いて、少なからず寄与することを示す結果となった。 

 

(3) 今後の利用意向と改善要望 

駐輪場利用者にアンケート及びヒアリング調査から、

駐輪場常設時の利用意向及び改善要望について整理した

結果を図-11及び図-12に示す。 

回答者の約６割の人が駐輪場が常設された場合に「利

用する」との結果であった。 

また、駐輪場に対する改善要望としては、「屋根（上屋）

の設置」を求める声が特に多かったほか、歩道上に設置

した箇所については、「自転車を放置しているような意識

になる」など、停め易い雰囲気づくりが必要との意見も

見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 Ｃ＆ＢＲの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 Ｃ＆ＢＲ駐輪場に対する改善要望 

 

５． おわりに 

 

今回の実証実験は、松山都市圏の、特に公共交通利用

困難地域に対する、自家用車利用から公共交通への転換

促進策の一つとして、導入可能性の検証を行ったもので

あり、規模としては大きくはなかったものの、本格展開

の可能性を伺わせる結果が得られた。 
また、実証実験で設置した箇所のうち、２箇所につい

ては、県警との協議の結果、実験後も常設しているなど

成果も得られたところである。 
しかしながら、一方で、最も利用の多かった「椿前バ

ス停（上り）付近駐輪場は、民地を借用したもので、常

設について、目途が経っていない状況であり、また、設

置箇所によっては、利用が低調な箇所があるなど、多く

の課題も抱えているのも事実である。 
今後は、実験箇所の常設・拡大、他地域への展開につ

いて、引き続き関係者等と協議・検討を重ねていくとと

もに、当該施策の主役となる地域住民との積極的なコミ

ュニケーション活動や意識啓発活動等により、利用促進

を図っていくことが必要であると考えている。 
 

謝辞：今回の実証実験の実施にあたり、愛媛県警や松山

市、バス事業者ほか、多くの関係者に多大なる協力を得

た。ここに記して謝意を表す。 
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